
証券コード：2910



11

　私たちは創業以来、“食を通して豊かなライフ

スタイルを創造する”ことを使命とし、日本の食

の未来を考え、「サラダ」を通してそうざいの可

能性を追求し“食と健康”という新たな価値創造

を行ってきました。今日、少子化・超高齢社会

が進展し、ライフスタイルが大きく変わる中で、

そうざいの市場規模は一層拡大しています。多様

化する市場において、健康的な食生活に対する

サラダの価値、野菜の価値が受け入れられたこ

とが、当社の商品に対するお客様のご支持に繋

がったのではないかと感じています。

　この第45期においては、新たな商品として「朝

ベジ」という朝食用の野菜スープの販売を行うな

ど、翌日以降にお召し上がりいただける商品を

品揃えすることにより、今日のそうざいにプラス

もう一品お買い求めいただけるよう努めてきまし

た。また、クリスマスや歳時記などの特別な日に

あわせた価値の高い商品を積極的に導入し、定

番商品においてもお客様にご納得いただける価値

を追求した商品改廃を行ったことなどが売上高と

営業利益の伸長に繋がりました。

　当社の主な出店先である百貨店の中で、デパ

地下にはまだまだお客様を惹きつける魅力がある

と感じています。その中で、当社には、経営資源

を駆使して今の市場、お客様に対して、「こんな

商品が欲しかった」と感じていただけるような食

卓提案、期待を超える価値ある商品提案をしてい

くことが求められているのでないかと考えていま

す。そして、デパ地下の当社店舗の魅力をさらに

高めていくことによって、今後の新たなビジネス

チャンスに繋がるようにしたいと思います。

　第46期は、第50期へ向けた未来創造のスター

トとして、商品開発力の強化、メーカー力の強

化に取り組んでまいります。商品開発力の強化に

おいては、神戸ヘッドオフィス・ファクトリー内

にある企画開発室を改装し、生野菜だけでなく

加熱調理をした新しいサラダや料理の開発を行っ

てまいります。同時に、従来の商品開発に加え、

メーカー力を活かした生産開発のための開発室

を新設し、神戸ファクトリーの強みである料理メ

ニューや日持ちのする商品の開発を継続して強化

いたします。また、少子化による人材確保難が

見込まれる中、ファクトリーにおいては省力化の

ための設備投資や、人の手による匠の技とロボッ

トなどの機械化を融合させることで一層の品質向

上に努め、店舗においては労働生産性の向上を

図るなど、積極的な投資を行ってまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも変わら

ぬご支援、ご愛顧、ご協力を賜りますようお願い

申し上げます。

平成29年7月

50,720百万円
（前期比1.6％増）

3,020百万円
（前期比18.5％増）

2,084百万円
（前期比28.6％増）
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売 上 高 営 業 利 益 親会社株主に帰属する当期純利益

連結貸借対照表の概要 連結キャッシュ・フローの増減要因 1株当たり配当
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〈第45期末〉 自己資本比率 80.4%
 1株当たり純資産額 994.09円
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※当社は、平成28年5月1日付で普通株式1株につき2株の割合
で株式分割を行っております。第44期以前の配当額について
は、当該株式分割を考慮した調整値を記載しております。

株主の皆様へ

第45期を振り返って
代表取締役会長 兼 社長 岩田 弘三
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株主名 持株数（株）

株式会社岩田 2,300,000

明治安田生命保険相互会社 1,312,600

ロック・フィールド取引先持株会 1,253,880

株式会社四国銀行 1,242,920

岩田弘三 784,200

ロック・フィールド社員持株会 549,594

三菱ＵＦＪリース株式会社 482,064
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口） 464,900

株式会社みなと銀行 413,120

東京海上日動火災保険株式会社 412,368

事 業 年 度 毎年5月1日から翌年4月30日まで

定 時 株 主 総 会 7月

剰余金の配当基準日 期末 4月30日　中間 10月31日
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

連 絡 先 〒541-8502　
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
大阪証券代行部
電話（通話料無料）0120-094-777

上場証券取引所 東京証券取引所
公 告 方 法 電子公告（http://www.rockfield.

co.jp/）ただし、事故その他やむを
得ない事由によって電子公告による
公告をすることが出来ない場合は、
日本経済新聞に掲載して行います。

社 名 株式会社ロック・フィールド

設 立 昭和47年（1972年）6月8日
神 戸
ヘッドオフィス

〒658-0024
神戸市東灘区魚崎浜町15-2
TEL.078-435-2800（代表）
FAX.078-435-2805

資 本 金 55 億 44 百万円

従業員数 1,524 名
子 会 社 株式会社コウベデリカテッセン

岩田（上海）餐飲管理有限公司

代表取締役会長 兼 社長 岩田 弘三
代表取締役副社長 古塚 孝志
専 務 取 締 役 細見 俊宏
取 締 役 伊澤 　修
取 締 役 遠藤 　宏

社 外 取 締 役 堀場 　厚
社 外 取 締 役 寺田 千代乃
常 勤 監 査 役 岡 　吾郎
社 外 監 査 役 奥田 　実
社 外 監 査 役 石村 孝男

発行可能株式総数　 40,000,000株

発行済株式の総数 26,788,748株

単元株式数 100株

株主数  15,566名




